
　〝地図帳って、社会科で登場する場所の確認を

するときに使うだけでしょ？〞 と思っていません

か。実にもったいないです。もっと丁寧に読み取

ってみると、随所に面白い工夫が見つかります。

帝国書院がWebサイト会員限定で公開している

『地図帳の観光読みを促す指導の手引き』は、地

図帳の新たな活用場面と魅力にあふれています。

観光の重要性とそれを支える人材

　少子・超高齢化と人口減少に伴う我が国の経済

力の低下を、観光振興によって補っている状況が

はっきりとしてきました。外国人の旅行消費額は

既に8.1兆円（2024年）に達し、日本人のそれ

（25.1兆円）と合わせれば33兆円を超え、観光産

業は成長産業の仲間入りを果たしています。地方

では観光による交流人口増への期待が膨らんでい

ます。地域資源に磨きをかけ誘客を果たすには、

観光人材の育成が不可欠です。地域の魅力を価値

に換える発想や企画を生む人材には、客目線で地

域や産物を捉え直す思考（マーケティング）が求

められます。さらに、客を出迎える側だけでなく、

視野を広げ出掛ける側（旅行者）としての資質の

形成も大事です。そのような意味で令和６年度版

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』（以下、地図帳）は

市や自県、地方や国の観光価値に気づかせ観光振

興と旅心を育む教材にもなります。

地図帳の「観光読み」が今なぜ必要なのか

理由は次の ～ です。 地図帳に掲載され

ている地勢や気候、産物、交通、各種の地名は発

問や指示を少し工夫するだけで、それらが観光資

源や観光スポットに見えてくるからです。 自

分が旅行する側となり「観光読み」をすることで、

興味ある国内外の場所が旅の目的地（ディスティ

ネーション）に思えてきます。 地図帳から土

地の風景を想像したり、産物記号を拾い上げるこ

とで旅心を覚えたり、気候と絡む緯度や移動距離・

標高を測ったり、移動で利用する交通を読み取っ

たりするなど、観光という行為を想像することで、

地図帳でしかできない知識や技能が形成できます。

具体例を示すと、 に関しては４年の事例で

登場するワークシート「観光の花びら」（ 図１ ）を

用い自市や自県の魅力を整理することで、地図帳

に記載の事柄に対し観光資源としての捉え直しが

促せます。これは で指摘した、旅の目的地と

して国内外の場所を意味づけることにつながりま

す。特に日本列島の自然は、北はオホーツク海の
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３年 単元「市の様子」は「場所による違い」を“観光読み”に組み替
えて １日観光ツアー立案で　－愛知県西尾市を例に―

ぐるっと〇〇 1日ツアー

４ 年 デジタル地図帳で産物記号の場所当てクイズを楽しみ「観光の
花びら」ワークから国土や自県の観光資源に着目する学びを

産物記号の場所当てクイズ回答表
観光の花びらで地いきの特色をつかもう

５ 年 日本の気候と地形の特性を観光資源ととらえる視点と ５つの観
光行為に対応した仕事理解（キャリア教育）のすすめ

観光を支える仕事を考えてみよう

６ 年 引き算で街の歴史にタイムトラベル＆野生生物・名曲の地を訪
ねる外国への旅

東京と江戸の地図をくらべてみよう

『地図帳の観光読みを促す指導の手引き』の内容表１

観光の花びらで地域の特色を
つかもう　ワークシート

図１

授業計画づくりに役立つ！
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流氷から、南は沖縄のサンゴ礁まで多様で２月に

旅行すると一度にその自然が楽しめます。他県や

他国から来訪する観光客の目線を意識させると、

地域や国への誇り（シビックプライド）の育成に

もつながります。 に至っては地図学習を進め

る上で習得・活用の各場面が鍛えられ、観光企画

やまちおこしという提案性のある学びと絡めると

探究的な学びが実現できます。

「地図帳の観光読み」が活用できる場面

　観光題材と関連できる単元は、３年「身近な地

域や市区町村の様子」「市の様子の移り変わり」、

４年「都道府県の様子」「県内の特色ある地域の様

子」、５年「我が国の国土の様子と国民生活」「我

が国の農業や水産業における食料生産」「我が国の

国土の自然環境と国民生活の関わり」「我が国の産

業と情報との関わり」、６年「我が国の歴史上の

主な事象」「グローバル化する世界と日本の役割」

が代表的な単元です。社会科教科書で記述が増え

た自然災害に関する内容でも災害を悼み復興への

願いを共有する旅（ホープツーリズム）を想定す

れば扱えます。

探究で教室内に観光事象を持ち込もう

　「訪日外国人観光客数が過去最高！」とかオーバ

ーツーリズム、持続可能な観光で地域活性化等、

メディアで観光にまつわるニュースや新たな動向を

耳にするようになりました。観光は雇用を生み出し、

下落し続けていた地方の地価を上昇させる効果も

生じさせています。残念ながら、観光事象や観光

産業に関する記述はまだ教科書には多くはありませ

ん。しかし、地方創生の切り札ともいえる観光事象

に関心を示してくださる読者の皆さんなら、きっと

この学びの重要性をご理解いただけると思います。

　「観光読み」には歴史旅の醍醐味を味わう読み方

も紹介されています。また観光業の特性を理解する

ため箱根・伊豆旅行を例に観光客の「移動」「体験」「宿

泊」「飲食」「買い物」の五つの観光行為を地図上で捉

えるワークシート（５年）も作成しました（ 図３ ）。

観光探究活動は、社会科という一教科だけでなく、

総合的な学習の時間でも開花できるでしょう。観

光要素を「拾う・たどる・結びつける」指導法で

児童に多角的な思考力と情報活用、産業へのまな

ざし、国際理解を育んでみてはいかがでしょうか。

帝国書院Webサイト　トップペー
ジ ログイン サポート資料・ワ
ークシート 小学校 『地図帳の
観光読みを促す指導の手引き』

5 年生の例図２ 観光を支える仕事を考えてみよう　ワークシート図３
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『地図帳の観光読みを促す指導の手引き』をご覧いただくには、
帝国書院Webサイトでの会員登録が必要です！

ほかにも、「都道府県をおぼえよう！日本縦断！
名物すごろく」や「まちがい探しゲーム」などの
コンテンツもございます。ぜひ、ご登録ください。

会員登録は、
こちらから

『�地図帳の観光読みを促す�
指導の手引き』は、
こちらから

特色ある日本列島の気候や地形は、実は外国人

から見ると魅力的な観光資源です。さらに、旅行

に伴う５つの観光行為には、地図読みと観光業の

お仕事理解が絡んでいます。人々の消費活動をメ

インターゲットとする観光産業を窓にして、消費

を支える農業や水産業の実態を理解する学びは、

楽しく国土や産業を理解する一歩となります。

気候と地形は日本の観光資源

（１）�気候を生かした観光は外国人観光客にとっ
て魅力がいっぱい

温暖湿潤、寒冷多雪という日本の気候特性は、

農林水産業を支える自然条件です。同時に外国人

観光客から見れば、魅力あふれる観光資源です。

例えば現地の夏休みを利用してオーストラリアか

ら来た観光客にとって、日本旅行はスキー観光を

楽しむチャンスです。良質な雪と温泉、日本食に

関心が高まっています。雪が降らない中国南部や

東南アジアからの観光客にさっぽろ雪まつりが大

人気であることは、気候という特性が魅力あふれ

る観光資源であることを示しています。しかも、

南北に長い日本列島は緯度の差（具体的には北緯

約45°～20°）が大きく、３月は北海道でスキー

を楽しめると同時に、沖縄では海開き（海水浴）

も体験できます。１か月もの長い休暇を楽しんで

いる欧米豪の観光客にとって、北海道から沖縄ま

で移動すれば一度に複数の季節を楽しめるメリッ

トがあるのです。加えて、鎌倉や五箇山、京都・

奈良などの歴史ある観光地をセットにすれば、季

節に応じた歴史文化観光も楽しめます。他者の目

線で日本の気候特性をとらえ直す絶好の機会が、

５年社会科の単元「国土の自然環境」にあるので

す。総合的な学習の時間と横断的な単元計画を組

み、「５年生が提案するニッポン満喫観光プラン」

を構想してもおもしろいですね。

（２）�山脈や平野・盆地を持つ日本列島の地形は
絶景の宝庫

５年の社会科では、日本列島の地形が山がちで

あることと、南北に長い列島のため、緯度の違い

や標高の違いによって気温の違いがあることを学

びます。山脈や山地、平野や盆地がどのあたりに

多いのか、各地の気温は地形の特色とどのような

関係にあるのかという大まかな自然条件とその特

色を学習します。観光とつながる視点からみると、

次のような情景が外国人観光客に魅力となってい

ます。雨や雪の多い日本の山地は、緑輝く森林が

豊かです。前述したように多雪はとても興味をわ

かせるものです。すでに、岐阜県や長野県・山梨県・

静岡県あたりにひろがる山地は、神秘的な森やト

レッキング、街道旅で人気があります。また、南

西諸島の島々は、サンゴ礁が見られることから自

国にない自然として、韓国からの観光客にとりわけ

人気があります。さらに、カヌーやダイビングが

取り入れられたアドベンチャー・ツーリズムが味わ

える土地としても大人気となっています。観光と

つながる視点から見ると、他者の目線で日本の自

然の素晴らしさを再発見できるメリットがあります。

富士山や中央高地の山脈、九州から北海道に至

る主要な山岳・山地・盆地、そこを流れる河川や

湖、湾や半島・岬は、日本の地形を理解する上で

欠 か せ な い 要 素 で す。 ま た、 水 田 を「very 

beautiful, the green rice field!」とまるで庭園

日本の気候と地形の特性を観光資源ととらえる
視点と５つの観光行為に対応した仕事理解
（キャリア教育）のすすめ

地図帳の観光読みを促す指導の手引き

55年年

●公立大学法人 名桜大学国際学部 特任教授・
玉川大学 名誉教授　寺本　潔
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都・奈良で文化財に触れたい」と希望を述べ合う

場面は楽しいものです。地図帳の観光読みを駆使

すれば、最もワクワクする時間ともいえます。行

きたい旅先が掲載されている頁を開き、その場所

の地形や気候、交通、産物をあたかも旅するかの

ような気分で楽しめるかもしれません。地図帳を

丁寧に読めば、その旅先に行くまでの移動ルート

沿いの風景も楽しめます。例えば、北海道旅行を

想像し、新幹線でなく飛行機で一気に新千歳空港

まで移動する想定でも、地図帳を活用すれば、飛

行機の窓から実際に見下ろすことのできる関東か

ら東北地方、津軽海峡、苫小牧市付近の海岸、新

千歳空港付近の林野が確認できます。「移動」と
いう行為は、旅行情報を提供する情報産業や旅行

代理店、移動に利用する交通機関に従事している

仕事が支えています。

二番目に、旅先での「体験」が位置づけられま
す。つまり、何が楽めるかという観光の中身が、

地図帳を利用すると、ある程度読み取ることがで

きます。例えば、奈良を旅したいと想像する際に

は、「奈良公園の鹿と記念写真を撮る」（地図帳

ｐ.53「①奈良市中心部」および「ア奈良公園を訪

れる外国人観光客」の写真）が使えます。「祇園

で着物姿になって散策する」「嵐山でトロッコ列車

に乗る」などのコト消費が地図帳掲載のイラスト

から想像ができます。大自然でスキーやカヌー遊

びを体験したいと欲する場合でも、地図帳「広く

見わたす地図」（ｐ.21～30）を詳しく読めば、ニ

セコで楽しむスキー（ 図４）や、沖縄でスキュー

バダイビングに挑戦する（ 図５）といった「体験」
が想像できます。それらの「体験」を支える観光
の仕事として、アクティビティのインストラクタ

ーや観光ガイド、水族館スタッフといった職業が

思いつくでしょう。

三番目は、「宿泊」です。さすがに個別の旅館
やホテルは地図帳に掲載されていませんが温泉地

には の記号があります。また、インターネッ

トで検索すれば、多くの素敵な宿泊施設の写真が

すぐに閲覧できます。検索したホテルや旅館につ

いて、地図帳で「たぶんこの辺りに建っているよ

うだ」と地図読みも可能です。旅館やホテルの建

つ場所の風景や温泉施設も観光要素です。そこで

働いているホテルマンのホスピタリティ溢れる仕

事ぶりに感謝した家族旅行の思い出も児童の中に

あるかもしれません。ほかにも温泉の管理をする

仕事、遊歩道の整備をする観光協会の仕事などが

類推できます。地図帳に宿泊業につながる内容は

なくても、その場所で泊まるという行為を想像す

ることは案外容易ではないでしょうか。

ニセコでスキー
（令和６年度版『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.29）

図４ 沖縄でスキューバダイビング
（令和６年度版『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.21）

図５

ひかりさん
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おとうさん おかあさん
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